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（目的）
第１条 この要綱は、鳥取県県営林道（以下「林道」という ）の維持管理について必要な事。
項を定め、もって林道の保全と車両等の通行の安全を図ることを目的とする。

（適用範囲）
第２条 この要綱は、鳥取県県営林道事業実施要領（昭和５２年４月１４日付発林第１４６号
農林部長通知）により、事業完了後、関係市町村に引渡しするまでの期間において、県が管
理する県営森林基幹道（旧広域基幹林道）で、別表に掲げる路線・区間に適用する。

（管理者）
第３条 林道の維持及び管理は、所轄の総合事務所長及び地方農林振興局長（以下「管理者」
という ）が行うものとする。。

（管理者の責務）
第４条 管理者は、林道及びその付属施設を随時巡視の上、その状況を把握し、効率的な管理
を行い、林道の保全及び通行の安全に努めるものとする。

２ 管理者は、林道及びその付属施設に異常を発見したとき又はその他必要と認めたときは、
速やかに必要な処置を講ずるものとする。

３ 管理者は、林道に災害が発生したときは、速やかに必要な措置を講ずるものとする。
４ 管理者は、林道構造の保全、通行の安全確保並びに第５条の通行の禁止及び制限の予告の
ため、標識等を必要な場所に設置するものとする。

（通行の禁止及び制限）
第５条 管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、林道の構造を保全し、又は通行の
危険を防止するため、区間を定めて林道の通行を禁止し、又は制限（以下「通行規制」とい
う ）するものとする。。

（１）林道の破損、欠壊、土砂の崩落、その他の事由により車両の通行が危険であると認めら
れるとき

（２）異常気象時等において、車両等の通行が危険であると認められるとき
（３）その他、管理者が特に必要があると認めるとき
２ 管理者は、通行規制を行うときは、所轄の市町村長及び警察署長に連絡するものとする。
３ 管理者は、通行規制を行うときは、その内容に沿って、林道の起点（終点）並びに該当箇
所の起点及び終点並びにその他必要な場所にその内容を明示した標識、バリケード等を設置
するものとする。

（占用許可）
第６条 林道に、次の各号に掲げるいずれかの行為を行おうとする者（以下「林道占用者」と
いう ）は、管理者に申請書を提出し、その許可を得るものとする。。

（１）電柱、電線等その他これに類する施設の設置
（２）水道管その他これに類する施設の設置
（３）木材、その他の搬出・搬入用架線及びこれに類する施設の設置
（４）その他、林道の構造及び車両等の通行に支障を及ぼすおそれのある行為
２ 管理者は、前項の申請があったときは、林道の管理及び通行上支障がない場合、林道構造
の保全、原状回復、通行の安全の確保のための必要な条件を付して、占用の許可を与えるこ
とができるものとする。

（管理者以外の者の行う工事の承認）
第７条 管理者以外の者（以下「他の工事者」という ）が作業道、土場施設、その他林道に。

、 、 。係わる工事を行おうとする場合には 管理者に申請書を提出し その承認を得るものとする
２ 管理者は、前項の申請があったときは、林道の管理及び通行上支障がない場合、林道構造



の保全、原状回復、通行の安全の確保のための必要な条件を付して、工事の承認を与えるこ
とができるものとする。

３ 前項の工事に係わる費用は、他の工事者の負担とする。

（現状回復）
第８条 管理者は、第６条第１項の林道占用者、前条第１項の他の工事者、その他林道使用者
がその占用、工事、使用に際し、林道又はその付帯施設を破損した場合には、速やかに現状
回復するように指示するものとする。

（林道管理協力）
第９条 管理者は、林道の維持管理について林道移管予定関係市町村と情報提供等連絡協議を
密にし、通行の禁止又は制限及び災害発生時等の措置を行う場合には、関係市町村の理解と
協力を得て行うものとする。

（補則）
第１０条 この要綱の施行に関しては、農林水産部長が別に定める取扱要領によるほか、その
他の個別に必要な事項は管理者が別に定めるものとする。

付則
この要綱は平成１７年７月１４日から施行する。




